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第３２6号 令和６年１０月 

新宿区立花園小学校  学校だより 花園小学校 HP 

１０月の生活目標 
言葉づかいに 
気をつけよう 

安全教育の大切さ 
   副校長 幸村香代子 

 9月の後半、まだまだ復興途中の能登に大雨が降り、命が

奪われる洪水や土砂崩れなどのニュースが入り、自然の恐

ろしさに、胸が締め付けられる思いがしました。 

 自然災害だけでなく、私たちの生活を脅かす危険は、生活

の中に沢山あります。9 月 21 日～30 日まで行われた「秋

の交通安全運動」では、花園町会や四谷警察の方々などが

学校横にテントを立て、交通安全の啓蒙活動を行ってくださ

いました。この期間、子供たちは日々の登下校を振り返り、

交通安全について考えることができました。 

 学校では、「安全教育」を行うことが必須となっています。

安全教育は「生活安全」「交通安全」「災害安全」の 3つにつ

いて、子供たちが安全に生活するために必要な知識やスキ

ルを学ぶよう「安全教育全体計画」が作られています。それ

に基づき花園小学校では、月に一度「安全指導」を学級ごと

に行っています。また、様々な場面を想定した「避難訓練」も

毎月行い、安全行動の習慣化を目指しています。10 月 26

日（土）には、地域防災訓練を実施し、地域と共に避難所設

営や、応急処置などの方法を学ぶ時間をつくる予定です。 

 安全教育において、大切にしたいことは 

① どんな状況が危険かを知ること 

② 基本的な安全行動が身に付いていること 

③ 緊急時の対処（誰に助けを求めるか）を知っていること 

④ 自分と他者の心を守ること（いじめの根絶） 

⑤ 家庭との連携   などです。 

 安全教育は、子供たちが自分の身を守る力を育成し、安

全を確保するための環境を整えることを目標としています。

ご家庭でも、自転車の安全な乗り方、スマホを持った際のマ

ナー、放課後の過ごし方など、家族で過ごす時間に、安全に

ついて話し合う機会を作ってみてください。 

落語家になろう 

          ４年担任 

 ４年生の総合的な学習では、毎年、内藤とうがらしを広め

る活動をしています。今年は「落語」で内藤とうがらしを広

めていくことにしました。落語家の三遊亭藍馬師匠に来て

いただき、落語について教えてもらい、４年１組全員を弟子

にしていただきました。それぞれが個性あふれた高座名を

考え、落語家修行を始めました。 

 １１月には、「エコ・カル in 新宿御苑」で発表もあります。

大笑いさせちゃいますよ。 

 
 

 

10月 9日（水） 新宿区教育課題研究校 研究発表 

「意欲的に運動に取り組む児童の育成」 

～体育授業や日常的な活動を通しての体力向上～ 

 

当日は、2 年 1 組と、5 年 1 組が授業を行います。 

 下校時刻 1・3・4・6 年と新苑学級は 13：05 

      2 年 1 組と 5 年 1 組は 14：40 

「話の世界」を楽しもう 

図書担当 

さて、一口に「話の世界」といっても様々で、読書をはじ

め、読み聞かせ、紙芝居、素話、動画、演劇、古典芸能な

ど、個人の好みで選択し楽しむことができます。 

先日、４年生を対象に落語体験教室があり、怪談の番町

皿屋敷を基にした「お菊の皿」という演目を三遊亭藍馬師

匠がユニークにアレンジして語ってくださいました。一人の

演者が聞かせる語り口や間、仕草や表情で、一瞬にして話

の世界に引き込まれていました。たくさんの登場人物の様

子や芝居小屋のイメージが子供達の頭の中で広がり、手で

蕎麦をすすってみたり、お菊が数える皿の数を聞いて「６枚

目で逃げよう」と隣の友達に声をかけたり、まるで自分も江

戸の町民になっているかのような姿が印象深かったです。

もちろん、初めて落語を体験した子も魅了されていました。 

子供達の感性は柔軟です。いろいろなジャンルの話に触

れることで世界が広がり、語彙や知識、感性を磨くチャンス

になります。今年は学芸会の年。家庭でも「話の世界」を楽

しんでみませんか。 
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 ５年生 女神湖移動教室 

 

 ８月２８日（水）～８月３０日（金）に女神湖移動教室に行って

きました。合言葉は「め・が・み・こ」です。 

 め・・・めざせ あいさつ 日本一！ 

 が・・・がっつり しおり 見て 行動！ 

 み・・・みんな 仲良く 

 こ・・・こころに 残る 思い出 作ろう！ 

 この合言葉を胸に、３日間楽しんできました。 

 

 ８月２８日（水） 

 ≪ほうとう作り in耕福館≫ 

 野菜を切ったり、小麦粉を捏ねたり、麺を切ったりして、みん

なで協力してほうとうを作ることができました。たくさん作った

ほうとうも、とっても美味しくいただきました！ 

 ≪キャンプファイヤー≫ 

 キャンプファイヤーを初めて体験する子が多く、少しドキドキ

している様子。火の神様、火の子を呼び、中央の薪に火が点く

とみんな大盛り上がり。火を囲んでのダンスやレクは、最高の

思い出になりました。 

 

 

 ８月２９日（木） 

≪黒曜石キーホルダー作り in黒曜石体験ミュージアム≫ 

 黒曜石を使ったキーホルダー作りをしました。地道に少しず

つ削って、自分の思い通りの形を作りました。 

≪ハイキング≫ 

 残念ながらこの日は雨が…。車山に登るのを諦め、八島湿原

散策に向かいました。雨の中の八島湿原散策は、目の前の自

然を楽しみながら、雨の音を楽しむという、都会では味わえな

い体験をすることが 

できました。 

 

８月３０日（金） 

≪紙漉き体験 in信州・立岩和紙の里≫ 

 自分だけのオリジナルうちわを作りました。紙を漉いて、うち

わを作り、色付けしていきます。植物や花火、自然の景色、キャ

ラクターなど、それぞれの個性が光る作品に仕上がりました。 

 

 様々な体験や、宿舎での生活を通して、とても成長した３日

間となりました。合言葉もばっちり達成することができました。 

この成長を、これからの生活にも生かしていきます！！ 


